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受入業務あるいは収害業務の－部として捉えられ
ているに過ぎず、選髻#曰当者もそのほとんどが兼
務である状況にある。
しかしながらそのような状況に於いても、徐々
にではあるが、選髻に関する図書館員の意識が高
まりつつあり、それと同時に選書への図＝館員の
参加も各大学で増える傾向になりつつある。
１．一般的状況
図書館で蔵書となっている図書のすべては、必
ず撰雪#曰当者によって一定の学問的評価がなされ
ている。つまり、図書館の蔵書構成は、その担当
者によって大きく変化するわけであり、その職務
は非常に重要である。そこで、帆誰が選薑を行うの
か〃ということが最大の要点としてワ□－ズアッ
プされてくるわけである。
しかし、これまでの状況では、その選雪業務の
ほとんどが教員によって行われている。これは、
選書業務自体が、主題に関する知識の最も豊富な
専門家によって行われることが当然かつ最適であ
ると考えられてＷＥからであり、－面に於いて適
切な方法ではある。
しかし、実際に利用者と接し、その要求を充分
|こ知り得る立場にいることや、蔵書構成を的確|こ
把握した上での全体的なバランスを考え得ること
などを総合的|こ考えた場合|こは、図書館員が何ら
かの形で選髻業務に参加することも極く自然であ
る。このような図書館員の選薑業務への参加は、
教員|こ頼りきりの現状を少しでも改善するために
有意義であると思われる。ただここには、後述す
るように、いくつかの問題と条件があることも忘
れてはならない。
まだ、現状の図書館に於ける選髻業務のI立苣は、
２．自館の現状
大学図＝館|こ於ける選薑について、そのほとん
どが教員によるものであることは前|こも述べだが、
実際に図書館員がどう関わっているかについて、
自館の現状を述べてみたい。
図書館の業務は、参考閲覧係、整理係、庶務
Ｉ系、収書係（雑誌係を含む）の４つに分担されて
いる。現在は、その中の収薑係の受入業務、発注
業務及び登録業務等と並行して選薑業務か行われ
ている。つまり、撰髻ｷ曰当者は、常に兼務という
立場|こあり、専任者によるものではないというこ
とか、－つの問題点である。
まだ、皀館に於ける選薑業務は、特定の回書目Ｆ１
員によるものと、推薦という形を取る教員による
ものとの両者で行われている。教三による推薦と
は、各学部（文学・法学・工学・体育・政経・政
経II部・教養・短大）の教員か、一定金額の範囲
内で図書の選択を行い、図書館へ提示するもので
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そこで現在の図書館員に望まれることは、通常
の図書館業務の他に選害のための高度な知識を一
層充実させる努力であり、各自の資質の向上を目
指す姿勢である。何故ならば、あらゆる意味で、
選薑業務を行い得る能力を身につけた図書館員は、
教員との協調関係もスムーズに確立でき、教員主
導型の選害体制から、図書館員の積極的参加によ
る選薑体制への発展的移行も可能であると考えら
れるからである。
つまり、図書館員一人一人が質的向上を目指し、
資料に関して、スペシャリストとしての価(直判断
を成し得る資質を体得する努力をすることが、ど
うしても必要となるわけである。
ある。参考までに、その推薦|こあだっては、学生
用図書を原則とし、大学図書館の蔵書としてふさ
わしいもので重複しないこと、及び新書判・文庫
本・雑誌類はそれに含まないことという最少限の
制約か付されている。
このよう|こ、自館に於いては、組織による体系
的な選薑はまったく行われていないのか現状であ
る。つまり、教員と図書館員をつなぎ、相互の調
整を行う機関である選書組織が存在していないわ
けで、これが最大の問題点である。
３．選書杷当者の姿勢
選髻業務の蟇本的原則は、その選書担当者が誰
であれ、結果的に良書あるいは適書が所蔵されて
いる図書館を指向することである。従来から論じ
られているような、選臺業務はい教員〃が行うの
かあるいはい図書館員〃が行うのかという議論は、
この先何のメリットをも生み出さない。それより
も、両者の担当分野を見極め、相互に補助し協力
し合うことの方がより効果的な成果を挙げ得るよ
うに思われる。
当然のことながら教員は、専門''１生の高い分野に
於ける高度な専門的知識を要する選髻を担当する。
－万図書館員は、補助トウール（書評・目録・書
誌・参考図書等）を可能な限り充実させ、迅速な
出版'|胃報の入手及び提供を行うと同時に、蔵書構
成を把握する上に必要な利用統計・カリキュラム・
教員の研究テーマ等の資料の収集や、書目リスト
の作成等の業務を行う。
さらに前進すれば、図書館の全体的な蔵言構成
を考慮した選害や、利用者の声をきめ細かに反映
した選薑を行うことも重要な任務であり、これに
は日常業務の中で直接利用者に接している図書館
員の意見が更に重要度を増してくると＝えよう。
それには、以上のような図＝館員と教三との緊密
な協力体制を作り上げることか是非ともllU要なの
である。
４．理想的な選書体制
第一は、図書館員が資料に関してスペシャリス
トになることであり、その図書館員が、選髻業務
|こ参加する専任担当者になることである。
第二は、それをさらに発展させ、その専ｲ干旧当
者の人員を増加し、図書館内に於ける選害業務を
－つの部門として確立することである。
第三は、その結果、必然的に選髻事務室(仮称）
の確保も必要となろう。これは、教員の変則的な
時間に合わせた自由な選書業務体制作り|こも効果
をあげることができる。まだ、そのような体制作
りを行ってこそ、教員と図書館員との綿密な連絡
や調整もスムーズに可能となり、相互の意志の疎
通もより容易に行うことができると考えられる。
以上、教員と図書館員との選雪に於ける関わり
方について述べてきたが、結論として現在の図書
館の選髻業務体制に望まれることは、教員と図書
館員とのより協調的な選害体制を一日も旱＜確立
することであり、理想的な選雪業務のあり方へ一
歩でも近付けるだめの努力を'|昔しまないことであ
ろうと思われる。
参考：蔵書構成と図書選択河井弘志ほか編
日本図書館協会１９８３
図書館と出版流;届第２集日本図書館協会編刊１９８１
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ゴわたしの研究生活第７回
恩師神山一先生をI憶う
工学部教授松島博
このたびH私の研究生活〃ということで何か薑
＜ようにとおすすめを頂いた。ところが私自身が
生来の怠けぐせでこのところ研究生活に身が入ら
ず、またこれ迄の先輩諸先生の投稿文を読んでみ
てとても他の教言lllになるようなことを薑＜己|=も
持てないので､執筆をお断りした｡しかし、「まあ、
そんなことを言わないで。どうせ誰もあんたに立
派なものを期待しているわけでもないんだから｡」
ということで、舅を鼓して駄文をzBのすることに
した。このような次第で、内容はい研究失格者のた
わごと"として読みとばして頂ければ幸いである。
二＋年前に私が四十三オで本学の工学部土木工
学科に入学したとき、神山一先生か早稲田大学か
ら非常勤講師としてみえられてコンワリートエ学
を受け持って居られた。先生はクラスの中に変な
学生が居るのに興味を持たれたらしく、講義が終
ると色々と話しかけて来られだ。こちらも先生か
ら何でも吸収しなければ高い授業料の元がとれな
いとばかりに薑欲に先生の持って居られるものを
自分自身の中に取り込もうとした。その内に次第
次第に先生の研究に打ち込む生真面目な姿勢のと
りこ'こなっていった。これが私かコンワリートエ
学を専攻するに至った経緯である。最初からコン
クリートに興味をもったわけではなくて、どうも
物事の111自序が逆である。この点でも私が本当の意
味での研究者であるかどうか疑問であろう。
そういうことで私は本学卒業とともに神山先生
の研究室に進んだ。勿論私の万が先生より年上で
あった。そこで五年間お世話|ごなったわけだが、
その間の(|多業はきびしいものだった。先生は普段
は親しみ易いのに、研究の面では決して妥協され
なかったので私自身の不勉強と学力の無さが事ご
とに、しかも徹底的|こ明らかになる。合でも思い
出すのは、文献研究という時間が設けられていて
大学院生が交代でこれを受け持つシステムになっ
ていだが、自分の当番の日|こ研究室に入るとき先
生の姿を見ると足か疎んだものである。かつて戦
争中|こダガルカナル島奪ﾛｲﾉE戦に中隊長として従
軍したときにも覚えなかった怖さを感じたことが
合でも昨日のことのように思い出される。ごまか
しが効かない、自分の能力の限界がはっきりとさ
らけ出されるというのは、考えてみれば恐ろしい
ことである。それだけに普段はごまかしと妥協の
中に生きているのであろうか。
神山先生のご助＝で研究テーマを「ねじりを受
けるコンクリート構造物の設計法」と決めだのは
(|多士一年の終り頃だったと思う。ところがこれに
取り組んでみると中々の難物である。これに関す
る文献が少いし、頼りにしている先生自身が研究
の姿勢については厳しく指導されるのにこのテー
マについては「自分で勝手|こやれ」といわんばか
りに突き放される。その頃は私が大学院生、長男
が大学生、次男が高校生で三男が中学生という状
態で親子四人仲良く(？)学生生活を送っていたが、
私が毎晩机の前で「ウンウン」捻っているのを見
て愚息どもも何か感じるところがあったようだ。
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その後この論文を出発点にしてプレキヤストブ
□ツワエ法や部材の疲労等の問題に取り組んで幾
つかの論文をまとめだが、いずれも満足のいくも
のはない。神山先生は数年前に癌で亡くなられた
か私のような怠け者は矢張りお目付役が居ないと
駄目なようだ。
私の拙い研究生活からの反省を書いてみる。
（１）inspiration
研究とは１％のインスピレーションと99％の努
力といわれる｡inspirationとは辞書を引くと神霊
の導きとか霊感などという訳語がでているが、工学
の場合は哲学者のように机の前に坐っていて、ある
日突然に神から与えられるものでもなかろう｡矢張
り工学の三礎的知識の上に立って、実験データを
含む'|胃報を整理しながら苦しみの末に結論か生れ
るということであろう｡あとはただ努力あるのみ。
(2)妥協
恩師神山先生は「研究に妥協はない。ただし設
計は妥協の産物であるＪとよく＝われだ。ある条
件について研究が完成していなくても構造物を設
計し施工しているのか現状であり、従ってここに
妥協が生れる。ここで導入される安全率の定義も
ややこしくなるわけである。研究で妥協しないと
は要するに初歩的で墓本的なことから逸脱しない
ことであろう。
（s)|濤報の収集と整理
工学の研究は現場の要求|こ星づいたものでなけ
ればならない。このだめ、現場の設計者や肺Ｔ吉
と常に接触を密にしておく必要がある。卒業生と
ともにテーマを決めた定期的会合を持ち、設計施
工上の問題点について話し合いを行うことは双方
にとって極めて有益である。''１吉報の整理|こついて
は残念ながらお示しできるものはない。
暴力も振わないで学校だけは無事仁卒業してくれ
だ。
しかし研究の糸□が中々つかめない。振り出し
に戻ってコンクリート部材がねじり破壊するとき
の状態を－つのモデルに置きかえること'こしだ。
これには勿論実験データが必要で||多士の二年巳は
ほとんどこれに費しだように思う。手造りで原始
的な実験装置を作ってデータを集めだが、合でも
使える貴重なものがある。
モデル化するという一見簡単なことに寝てもさ
めても頭が－杯という状態が続いたある日のこと、
小田急電車で疲7,て帰宅途中にふと頭にひらめい
たのがその後の研究の基礎になったSKewBend-
ingモデルであった｡その後このモデルに実験で得
られた各種の条件を入れて一般''１生をもだせ、さら
にこれを数式|このせるだめのｲ乍業'こ移る。このた
めには先ず条件設定が必要で、コンクリート工学
の基本でいえば力やモーメントの釣り合いととも
にひずみの条件が織り込まれなければならない。
ところが、ねじりやせん断関係の論文を集めてみ
ても不思議|ここの最後の条件が加味されていない。
ひずみ能力のごく小さいコンクリートと著しく大
きい鋼材を組み合せたコンクリート構造物では、
このひずみの条件を無視することが不合理なこと
は明らかである。しかし、この作業も難物で、つ
くづく初歩的なことや三本的なことを真面目に守
ることが研究を進める上でいかに難しいかを痛感
した数ケ目であった。このときも恩師神山先生は
｢研究に妥協はないQ｣と厳しい目を光らせて居られ
る。こちらも何くそとばかりに￣つづつ山を越え
て設計式を組み立て、実験によって式の適合'}生を
確かめながら論文をまとめたのか大学院に入って
五年目であった。
この論文を先生のお許しを得て学会に発表した
が、全く思いもかけずこれで土木学会員(吉田賞）
を頂くことになった.果して賞'こ(直するものかど
うか自信はない｡
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どんな言語でも整理してしまう
現在図書館で整理している図書の＝語のベスト
５は、日本語・英語・ドイツ語・フランス語．□
ファ語です。この他、中国語・朝鮮語・オランダ
語等、及びそれらの古語｡｢これは何語？」という
ような図書もあります。
日本語はまあなんとかなるとして、問題はその
他の＝語です。整理係全員が、すべての言語に堪
能なわけではないし…やるつきやない11とばか
り|こ書jlMIをワシとにら/Uでながめまわし､辞書･文
法書等、参考になりそうな図書をひっぱり出して
きて、首っびきで整理するのです。もちろん、図書
館の薑庫からです｡見あたらない場合は、収髻係へ
お願いして購入してもらいます。時には、専門分
野の先生方|こお手|云いいただくこともあります。
□ファ語の図書の例をお話ししましょう。ロシ
ア語は、スラブ文字で書かれていますので、書名
著者名等、どこ|こ・何が.どのように書かれてい
るかを見きわめるのか、ローマ字で書かれている
言語よりも、もっと大変です。一見して分かるも
のもありますが、文字を一宇一字たどりながら辞
書を繰ることもしばしばです。又、目録カードを
作成する場合には、スラブ文字から□－▽字へ翻
字をします。
こう薑＜と、大変そうですが、そればかりでは
ありません｡｢この言語では、こう言ったり書いた
りするのか」と新しい発見があったりして、なか
なか楽しい事もあります。みなさんも日本語以外
のことばをのぞいてみませんか？図書館には「入
門害」も「辞書」もありますよ。たったひとこと
でも記'|意に残り、さらに文献を読むことができれ
ば、それはとてもステキナコトだと思うのです。
（Ｙ・Ｈ）
多彩な'|胄報が得られるパンフレットコーナー
もうお気づきになりましたか？図書館入□か
ら入って来ると、すぐ右側、コピー室の横のパン
フレットコーナーに、新しくパンフレット台が加
わりましだ。高さ約１ｍ20cm、Ⅲ畠90cm程のブラウ
ン系の展示台です。会までどちらかというと、日
陰の身(？)だったこのコーナーか、一躍、明るく
なったようです。
さて、これを機会にこの展示台にはどんなもの
が置かれているか、少し紹介してみましょう。あ
まり目だだない場所なので、会まで見過ごされて
いた利用者も多いかと思いますが、根強いファン
がついていたのも、実はこのコーナーだったので或
ここには、約50種類のＰＲ誌またはグラフ誌が
置かれています。いくつかを紹介してみますと、
グラフ誌は、三井物産広報室から発行されている
『三井グラフ』、中国政府発行の『外中』、岐阜県観
光連盟発行の『ぎふの旅』など多数のグラフ誌がそ
れぞれの目的に合わせて発行されており､ＰＲ誌lこは、
カナダ大使館から発行されている『カナダ｣。防衛
庁からは、防衛問題を少しでも解りやすくと『防
衛アンテナ』が、東芝からは『えれきてる』、国立
民族学博物館からは『月刊みんばく』とそれぞれ
が趣向を凝らした内容のＰＲ誌を、月刊または隔
月刊で発行しています。ですからこのコーナーは
バラエティに＝んだ'|吉報か、山積みされていると
言えるでしょう。
これからはどうかあなたも、足を停めてみて下
さい。企業や公的機関や各種団体の様々な情報が
いっぱいの、このコーナーが、あなたに新しい発
見を与えてくれるに違いありません。（Ｍ○）
国土舘大学附属図書館報松陰
発行
（内線）
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